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BIGSUNラピタルエース

号
スカイコートＷ
＜タイル張り面の透明外壁防水材＞

BIGSUN
RX 工法

通気緩衝工法通気緩衝工法通気緩衝工法 水分を逃がし防水層の
割れ・ふくれを防ぎます

＜速硬型軽量プレミックスモルタル＞
コンクリート欠損部の補修に最適なポリマーセメントモルタル

速硬
軽量
薄塗りから
厚塗りまで可能
取扱簡単‼
冬用ビッグサンと
セットでどうぞ‼

透明な塗膜でタイル仕上げの
意匠性はそのまま‼

下地調整材シリーズ 他工法でも活用いただけます

スカイコートＷは、透明度の高い
水系ウレタン樹脂を主成分とした
１液型外壁用透明防水材です。 
透明な塗膜な為、タイル仕上げの
意匠性をそのままに雨水の侵入を 
防ぐことができます。

主な特長
１．オール水系
２．超高性能被膜
３．優れた施工性
４．防カビ・防藻機能

詳しくは
YouTube
大日化成
チャンネルで

大日化成チャンネル

スカイレジンＷＥ

スカイレジンWEは水系
エポキシ樹脂をベースとする
ローラー施工タイプのエポキシ
ポリマーセメント系下地調整材

ＥＰＣ－Ｔ

エポフィラー

プライマーＥ

水系エポキシモルタルでありながら
画期的な２材で使いやすい

各種溶剤系及び無溶剤系、水系材料の
下塗りプライマーとして使用が可能

２材型･水系エポキシ樹脂ベースの
薄付けタイプ素地調整材  下団 1種合格品

ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
は
、
新
工
法
と
し
て

２
０
０
４
年
に
上
市
し
て
か
ら
約
１
７
年
が

経
っ
て
お
り
、
騒
音
、
臭
気
等
を
出
さ
な
い

通
気
緩
衝
工
法
と
し
て
集
合
住
宅
や
病
院
施

設
等
の
屋
上
防
水
改
修
現
場
を
中
心
に
、
多

く
の
現
場
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
の
特
長
と
し
て
、
ま

ず
１
つ
目
は
優
れ
た
通
気
性
に
あ
り
ま
す
。

従
来
の
密
着
工
法
で
は
下
地
か
ら
想
定
外
の

水
蒸
気
が
発
生
し
た
場
合
に
、
防
水
塗
膜
に

膨
れ
等
の
問
題
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
で
あ
れ
ば

水
蒸
気
が
発
生
し
て
も
特
殊
な
３
層
構
造
の

通
気
緩
衝
シ
ー
ト
（
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ

Ｘ
シ
ー
ト
）
の
通
気
層
を
通
り
、
脱

気
筒
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
膨

れ
発
生
の
可
能
性
が
大
幅
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。

２
つ
目
の
特
長
は
、
ひ
び
割
れ
追
従

性
に
も
優
れ
て
い
る
点
で
す
。
ビ
ッ

グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
は
、
通
気
緩
衝
シ
ー

ト
の
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
シ
ー
ト
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
補
強
テ
ー
プ
の
ビ
ッ
グ

サ
ン
Ｒ
Ｘ
テ
ー
プ
を
組
み
合
わ
せ
る

事
に
よ
り
下
地
の
動
き
を
緩
衝
し
、

防
水
層
へ
の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、

従
来
の
密
着
工
法
に
比
べ
て
、
ひ
び

割
れ
追
従
性
能
を
大
幅
に
改
善
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
８
メ
ン
ブ
レ
ン
防
水
層
の

性
能
評
価
試
験
方
法
に
基
づ
く
耐
疲

労
性
試
験
の
最
終
工
程
で
あ
る
工
程

３
ま
で
耐
え
、「
異
常
を
認
め
な
い
」

Ａ
４
区
分
に
相
当
す
る
性
能
で
あ
る

事
も
確
認
し
て
お
り
、
非
常
に
耐
久

性
に
優
れ
た
工
法
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
試
験
の
結
果
は
カ
タ
ロ
グ
に
も

簡
単
に
で
す
が
載
せ
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
そ
ち
ら
で
も
確
認
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

３
つ
目
の
特
長
は
、
ポ
リ
マ
ー
セ
メ

ン
ト
系
塗
膜
防
水
材
の
ビ
ッ
グ
サ
ン

は
、
特
定
化
学
物
質
や
有
機
溶
剤
を

一
切
含
ま
な
い
水
性
材
料
で
あ
る
為
、

強
い
臭
気
も
無
く
、
安
全
な
材
料
で

あ
る
点
で
す
。
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工

法
で
使
用
す
る
専
用
接
着
剤
の
Ｒ
Ｘ

ボ
ン
ド
も
水
系
材
料
と
な
っ
て
お
り
、

使
用
す
る
材
料
は
す
べ
て
水
系
の
安
全

な
材
料
で
す
。
居
住
者
が
い
る
改
修
工

事
で
問
題
と
な
る
溶
剤
臭
も
な
く
、
施

工
業
者
様
、
居
住
者
様
、
環
境
、
す
べ

て
に
優
し
い
材
料
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

直
近
で
採
用
頂
い
た
現
場
は
、
戸
建
て

住
宅
の
屋
上
既
存
ゴ
ム
シ
ー
ト
防
水
の

改
修
工
事
現
場
で
し
た
。

既
存
ゴ
ム
シ
ー
ト
防
水
は
、
経
年
劣
化

に
よ
り
剥
が
れ
、
膨
れ
が
発
生
し
て
お

り
下
地
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
露
出
し
て

し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
状
況
で
し

た
。
こ
の
状
況
か
ら
下
地
に
は
か
な
り

の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
事
が
予
想
さ

れ
、
密
着
工
法
で
は
、
下
地
か
ら
の
蒸

気
に
よ
り
防
水
層
に
膨
れ
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
為
、
下
地
の
蒸
気
を
逃

が
し
膨
れ
を
抑
制
で
き
、
尚
且
つ
居
住

者
の
い
る
状
況
で
の
施
工
に
な
る
事
を

考
慮
し
、
溶
剤
臭
の
発
生
し
な
い
通
気

緩
衝
工
法
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
が
採

用
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

施
工
は
ま
ず
既
存
ゴ
ム
シ
ー
ト
防
水
層

の
全
撤
去
を
行
い
、
ク
ラ
ッ
ク
処
理
、

全
面
下
地
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
、

ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法
を
施
工
。
臭
気

等
の
問
題
も
な
く
無
事
完
了
致
し
ま
し

た
。

今
後
、
今
回
の
様
に
既
存
シ
ー
ト
防
水

等
の
撤
去
後
の
改
修
工
事
、
下
地
含
水

分
が
多
い
シ
ン
ダ
ー
押
さ
え
の
改
修
工

事
に
は
、
ぜ
ひ
ビ
ッ
グ
サ
ン
Ｒ
Ｘ
工
法

の
採
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
修
工
法
に
欠
か
せ
な
い
Ｒ
Ｘ
工
法

改
修
工
法
に
欠
か
せ
な
い
Ｒ
Ｘ
工
法

改
修
工
法
に
欠
か
せ
な
い
Ｒ
Ｘ
工
法

近
年
市
場
の
拡
大
が
見
ら
れ
る

屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
建

築
緑
化
の
中
で
特
に
成
長
が
著

し
い
金
属
屋
根
へ
の
緑
化
に
つ

い
て
大
日
化
成
の
緑
化
ユ
ニ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
「
V
U
S
5
0
0
」

を
例
に
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
全
国
の
建

設
会
社
、
造
園
会
社
、
緑
化
関

連
資
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
対
象

に
し
た
「
令
和
元
年　

全
国
屋

上
・
壁
面
緑
化
施
工
実
績
調
査
」

で
は
令
和
元
年
に
施
工
さ
れ
た

屋
上
緑
化
は
約
1
9
.
7
h
a

で
あ
り
、
近
年
増
加
傾
向
で
あ

る
「
工
場
・
倉
庫
・
車
庫
」
の

割
合
は
2
4
.
9
%
と
「
住
宅

/

共
同
住
宅
」
や
「
商
業
施
設
」

を
押
さ
え
最
も
高
い
割
合
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
金
属
屋
根
へ
の
緑

化
は
工
場
や
倉
庫
、
大
型
店
舗

な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
、
工
場
立

地
法
の
改
正
や
各
地
方
自
治
体

の
緑
化
条
例
に
よ
り
計
画
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
コ
ス
ト
面

や
設
置
場
所
の
確
保
を
考
え
た
際

に
最
適
な
緑
化
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

屋
根
材
へ
の
直
射
日
光
を
防
ぎ
、

室
内
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と

で
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
軽

減
、
建
物
内
部
へ
の
遮
熱
効
果
や

遮
音
効
果
、
景
観
の
向
上
な
ど
様
々

な
効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
金
属
屋
根
の
耐
荷
重
や
風

圧
の
算
定
、
部
材
の
固
定
方
法
と

強
度
、
土
壌
の
流
出
な
ど
十
分
な

検
討
と
現
地
調
査
を
行
い
既
存
の

屋
根
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

セ
ダ
ム
類
を
混
植
し
た

緑
化
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

「
V
U
S
5
0
0
」
は
ハ
ゼ
式
や
ボ

ル
ト
式
の
折
板
屋
根
な
ど
あ
ら
ゆ

る
金
属
屋
根
に
施
工
可
能
で
あ
り
、

専
用
の
固
定
金
具
を
も
ち
い
て

レ
ー
ル
を
浮
か
し
て
固
定
し
て
い

る
た
め
屋
根
を
傷
つ
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
緑
化
ト
レ
ー
は
金
属
の
レ
ー

ル
で
上
下
か
ら
押
さ
え
て
固
定
す

る
構
造
に
よ
り
耐
風
圧
の
確
保
が

で
き
、
ボ
ル
ト
と
ビ
ス
で
固
定
し

て
い
る
た
め
施
工
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ま
す
。
近
年
の
異
常
気
象
の

際
に
も
ユ
ニ
ッ
ト
側
面
に
つ
い
た

排
水
穴
か
ら
余
分
な
水
が
流
れ
る

た
め
大
雨
の
際
の
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
を
防
ぎ
、
防
風
ネ
ッ
ト
を
取

り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
ユ
ニ
ッ
ト

の
吹
き
上
が
り
や
培
土
の
飛
散
を

防
ぎ
ま
す
。

最
近
も
某
配
送
セ
ン
タ
ー
の
金
属

屋
根
で
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
上
記
の
特
長
に
加
え
、
事
前

に
現
場
打
合
せ
を
何
度
か
行
う
こ

と
で
固
定
方
法
や
施
工
の
流
れ
を

ご
理
解
い
た
だ
け
た
こ
と
が
一
番

の
理
由
で
あ
り
ま
す
。

本
現
場
で
は
勾
配
の
あ
る
ハ
ゼ
式

の
折
板
屋
根
の
た
め
、滑
落
防
止
、

落
下
物
防
止
の
た
め
に
安
全
対
策

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
部
材
の
搬

入
や
荷
揚
等
で
柔
軟
な
対
応
を
し

て
い
た
だ
い
た
御
施
主
様
、
ゼ
ネ

コ
ン
様
の
他
、
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
施
工

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

金
属
屋
根
に
限
ら
ず
陸
屋
根
の
屋

上
緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
幅
広
く

緑
化
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
困
り
の
際
は
ぜ
ひ
一
度

弊
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
ま
せ
。

金属屋根緑化の広がり

カーディーラー駐車場（VUS500）
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府営住宅受水槽の改修工事でアクアエポシステムを採用頂きました！
今
年
の
１
月
、
某
府
営
住
宅

の
受
水
槽
改
修
工
事
で
当
社

の
「
ス
カ
イ
レ
ジ
ン
ア
ク
ア

エ
ポ
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
頂

き
、
工
事
も
無
事
に
完
了
し

ま
し
た
。

今
回
の
現
場
を
受
注
し
た
施

工
業
者
様
は
当
初
、
他
社
製

品
で
の
施
工
を
考
え
て
い
た

ら
し
い
の
で
す
が
、
設
計
監

理
で
入
っ
て
い
た
設
計
事
務

所
の
先
生
が
当
社
の
「
ス
カ

イ
レ
ジ
ン
ア
ク
ア
エ
ポ
シ
ス

テ
ム
」
を
薦
め
て
く
れ
て
採

用
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

じ
つ
は
、
こ
の
設
計
事
務
所

は
約
１
年
前
に
別
の
府
営
住

宅
の
受
水
槽
改
修
工
事
の
設

計
監
理
で
入
っ
た
際
に
も

「
ス
カ
イ
レ
ジ
ン
ア
ク
ア
エ

ポ
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
大

変
気
に
入
っ
て
頂
い
て
い
た

そ
う
で
す
。

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
気
に

入
っ
て
頂
け
た
か
と
い
う

と
、
ま
ず
は
他
社
の
溶
剤
型

の
材
料
（
実
は
無
溶
剤
型
エ

ポ
キ
シ
と
呼
ば
れ
る
材
料
で

も
、
５
％
以
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
有
機
溶
剤
成
分
を
含

ん
で
い
ま
す
。）
と
違
い
、

水
分
散
型
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
臭

い
の
ト
ラ
ブ
ル
が
無
い
事
。

府
営
住
宅
の
居
住
者
が
生
活

す
る
中
で
の
改
修
工
事
と
な

る
た
め
、
臭
気
の
問
題
は
ク

レ
ー
ム
に
繋
が
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
水
系
材
料
の

た
め
臭
い
の
ト
ラ
ブ
ル
が
無

く
、
ほ
ぼ
密
閉
状
態
の
水
槽

内
で
施
工
作
業
を
お
こ
な
う

職
人
さ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

次
に
水
系
材
料
の
長
所
と
し

て
、
下
地
や
素
地
調
整
材
が

多
少
湿
潤
状
態
で
あ
っ
て
も

施
工
す
る
事
が
可
能
な
事
。

溶
剤
型
の
材
料
の
場
合
、
下

地
が
湿
潤
状
態
の
場
合
、
含

水
率
８
％
以
下
ま
で
乾
燥
さ

せ
る
か
湿
潤
面
プ
ラ
イ
マ
ー

等
の
処
理
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、「
ス
カ
イ
レ
ジ
ン
ア
ク

ア
エ
ポ
シ
ス
テ
ム
」
は
水
系

材
料
の
た
め
、
特
別
な
処
理

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、

日
本
水
道
協
会
の
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ

K143

（2017

）
水
道
用
コ
ン

ク
リ
ー
ト
水
槽
内
面
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
塗
料
の
品
質
規
定
に

適
合
し
て
お
り
、
水
道
施
設

の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
省

令
（
厚
生
省
令
第15

号
）

に
も
適
合
し
て
い
ま
す
の
で
、

飲
料
水
用
途
に
も
安
心
し
て

御
使
用
頂
け
ま
す
。

以
上
の
優
れ
た
特
長
か
ら
、

府
営
住
宅
受
水
槽
の
改
修
工

事
で
は
１
０
年
以
上
前
か
ら

各
現
場
で
採
用
頂
い
て
お
り

ま
す
。

今
後
共
、
当
社
「
ス
カ
イ
レ

ジ
ン
ア
ク
ア
エ
ポ
シ
ス
テ
ム
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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制　作：フィッシャー・スティーヴンス
    レオナルド・ディカプリオ
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地球が壊れる前に
原　題：Before the Flood

緑
化
に
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
、
土
壌

が
あ
り
ま
す
。
人
工
的
な

緑
化
で
す
の
で
天
然
の
土

壌
と
同
じ
と
言
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

天
然
と
の
最
大
の
違
い
は

「
深
さ
」
と
「
広
さ
」
で
す
。

屋
上
緑
化
の
場
合
に
は
既

存
の
建
造
物
に
設
置
す
る

為
に
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
が

あ
り
ま
す
。
天
然
の
よ
う

に
毛
細
管
現
象
を
利
用
す

る
よ
う
な
広
さ
も
深
さ
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
給
排

水
を
鑑
み
た
土
壌
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

建
造
物
の
上
に
敷
設
さ
れ

る
こ
と
か
ら
荷
重
も
与
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
天
然
の
土
を
持
っ
て

き
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

特
に
屋
上
緑
化
で
は
、
保

水
性
・
通
気
性
・
透
水
性

を
考
慮
し
た
天
然
土
壌
よ

り
は
る
か
に
軽
い
も
の
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
P
H
値
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
有
機
・
無
機
の
長

所
を
あ
つ
め
た
人
工
土
が

主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

日
化
成
の
屋
上
緑
化
資

材
・
V
U
S
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
水
を
均
一
に
拡
散

す
る
軽
量
培
土
に
人
工

ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
配
合
し

ま
し
た
。

人
工
ゼ
オ
ラ
イ
ト
と

は
、
ア
ロ
フ
ェ
ン
の
表

面
を
陽
イ
オ
ン
活
性
化

し
、
高
陽
イ
オ
ン
交
換

容
量
を
特
徴
と
し
ま

す
。
植
物
の
生
育
に
必

要
な
肥
料
成
分
や
微
量

元
素
を
吸
着
・
放
出
す

る
こ
と
で
性
能
発
揮
す

る
優
れ
た
性
質
が
あ

り
、
土
壌
に
加
え
る
と

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る

機
能
に
よ
り
、
土
壌
の

P
H
、
保
肥
性
を
向

上
さ
せ
緑
化
植
物
の
生

育
安
定
に
寄
与
し
ま

す
。

V
U
S
5
0
0
に
配

合
し
た
、
人
工
ゼ
オ
ラ

イ
ト
は
天
然
ゼ
オ
ラ
イ

ト
の
2
0
倍
（
社
内

試
験
値
）
の
高
い
効
果

に
よ
り
、
セ
ダ
ム
植
物

の
生
育
安
定
性
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
意

味
草
木
が
繁
茂
す
る
に

は
過
酷
な
条
件
で
有
る

屋
上
緑
化
で
も
、
生
育

性
安
定
度
を
向
上
さ
せ

る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
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前
回
取
り
上
げ
た

「Cow
spiracy

・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
秘
密
」
か
ら
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
さ
ら
に
高
め
よ
う

と
、
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
男
優
賞
を

受
賞
し
た
「
レ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト: 

蘇

え
り
し
者
」
の
撮
影
の
傍
ら
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
お
こ
な
い
、
さ
ら

に
自
身
も
出
演
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。

邦
題
は
「
地
球
が
壊
れ
る
前
に
」

で
す
が
、
原
題
は
「Before the 

Flood

」
直
訳
す
る
と
「
洪
水
に

な
る
前
に
」
と
な
り
ま
す
。
地
球

が
水
浸
し
に
な
る
前
に
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
な
の
で
し
ょ
う
が
、

水
浸
し
の
要
因
は
地
球
温
暖
化
に

と
も
な
い
北
極
圏
の
氷
が
溶
け
水

面
が
上
昇
し
水
没
す
る
箇
所
が
で
て
く

る
の
で
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
し
よ
う
。

と
い
う
の
が
骨
子
で
す
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
が
国
連

平
和
大
使
と
し
て
、
２
年
を
費
や
し
て

世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
現
状
を
取
材

し
、
見
識
者
や
当
時
の
ア
メ
リ
カ
大
統

領
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
、
国
務
長
官
、

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
、
果
て
は
ロ
ー
マ

法
王
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
者
な
ど
の
話
は

概
ね
温
室
効
果
ガ
ス
が
地
球
温
暖
化
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
。

し
か
し
前
回
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
秘
密
の
時
と
同
じ
く
、
温
室
効
果
ガ

ス
増
大
＝
温
暖
化
の
原
因
と
い
う
確
固

た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
務
長
官
や
ロ
ー
マ
法
王
へ
出

演
依
頼
は
出
来
て
も
ヤ
ラ
セ
を
依
頼
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
と
お
も
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
言
及
は
仮
に
に
表
向

き
で
あ
っ
て
も
真
意
を
述
べ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

本
編
中
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
否
定
派
の

意
見
も
あ
り
、
地
球
の
環
境
を
変
え
る
な

ど
人
の
力
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
万
年
単

位
で
み
る
と
気
温
は
上
が
っ
て
お
ら
ず
む

し
ろ
氷
河
期
へ
向
か
っ
て
い
る
。
氷
河
期

や
灼
熱
期
も
幾
度
か
繰
り
返
し
て
い
る
の

で
単
な
る
地
球
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
と

い
う
も
の
。

そ
も
そ
も
極
部
の
氷
が
溶
け
て
も
水
面
は

上
昇
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
グ
ラ
ス
に
氷

と
並
々
の
水
を
入
れ
、
氷
が
溶
け
て
も
グ

ラ
ス
の
水
は
あ
ふ
れ
ま
せ
ん
。
北
極
の
氷

が
大
陸
部
に
乗
っ
か
っ
て
お
り
そ
れ
が
溶

け
る
と
上
昇
す
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
否
定
派
も
交
え
て

は
い
ま
す
が
基
本
的
に
肯
定
派
の
目
線
で

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
否
定
派
の
多
く
の

政
治
家
は
石
油
業
界
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
い
る
よ
う
で
、
化
石
燃
料
業
界
へ
優
位

に
働
い
て
い
る
と
も
訴
え
て
い
ま
す
。

政
治
家
を
動
か
す
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
？
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
就
任
前
に
は

「
同
性
婚
完
全
否
定
」
で
し
た
が
、
世
論
が

同
性
婚
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
か

ら
は
「
同
性
婚
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
」

と
手
の
ひ
ら
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
事
を
皮

肉
っ
ぽ
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

世
論
（
民
意
）
が
変
わ
れ
ば
政
治
家
も
動

か
ざ
る
を
得
な
い
と
言
う
事
で
す
。

他
方
で
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

秘
密
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
Ｃ
Ｏ
２

以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
も
目
を
向

け
て
お
り
、
牛
肉
の
生
育
過
程
で
大

量
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
る
と

い
う
も
の
。
こ
れ
ま
で
毎
日
の
よ
う

に
食
べ
て
い
る
牛
肉
を
鶏
肉
や
豚
肉

に
す
る
こ
と
の
積
み
重
ね
か
ら
、
メ

タ
ン
ガ
ス
の
圧
倒
的
削
減
に
寄
与
す

る
と
い
う
の
で
す
。

各
人
一
人
一
人
の
食
生
活
を
ほ
ん
の

少
し
変
更
し
、
そ
れ
が
出
来
た
ら
周

囲
へ
シ
ェ
ア
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
・
・
・
こ

う
い
う
草
の
根
運
動
を
お
こ
な
う
事

で
、
民
意
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、

政
治
を
変
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
も

訴
え
て
い
ま
す
。

否
定
派
が
何
を
言
っ
て
も
原
因
が
何

で
あ
ろ
う
と
Ｃ
Ｏ
２
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
と
自
身
は
事
実
で
す
。
海
面

上
昇
や
氷
河
が
溶
け
出
し
て
い
る
と

い
う
事
実
を
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る

わ
け
に
は
生
き
ま
せ
ん
。
否
定
派
と

肯
定
派
が
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
行
っ
て

い
た
ら
手
遅
れ
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
民
意
を
変
え
る
に
は
一
人
一

人
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
必
須
で

す
。

環
境
問
題
に
関
心
を
も
ち
無
関
心
に

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
現
在
の
地
球

民
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
訴
え
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。


